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心のかよう、温かみのある医療の提供に努めます。

安全で質の高い医療を提供し、信頼される病院を目指します。

かかりつけ医と連携を深め、地域と共にある病院を目指します。
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診療部長　宮 木 功 次　

　当院では平成23年 6 月から、徐々に紙のカルテを廃止し、電子カルテに移行しています。

■電子カルテとはどのようなものなのでしょう？

　電子カルテとは、ただ単にパソコン上に診療記録を記す道具ではありません。体温や血圧などの看
護記録、レントゲンやＣＴなどの画像情報、投薬歴や検査の結果、さらには診療予約や検査予定など、 
一人の患者さんのあらゆる情報が一元的に集約されたものです。そして、それぞれの診療部門がパソ
コンの端末を通して相互に連携しています。当院でも院内の100以上のパソコンの端末から、いつでも
すべての患者さんの電子カルテを参照したり、記録したりできるようになっています。

■�それでは、電子カルテになったことによって、外来患者さんの診療の流れはどう変わる
のでしょうか？

　患者さんが玄関で診察カードを自動受付機に入れると、受付で案内表が発行されます。それと同時
に各診療部門の端末には患者さんの来院が表示されますので、診療の準備ができます。案内表には当
日の診療や検査の内容が記入されています（予約診察の場合）ので、患者さんはこれを持ってその日
の診療を受けます。順番が来て検査や診察が終わると、処方箋が印刷され、これを案内表とともに、
会計までお持ちいただきます。その間に医師が診療記録を完成させると、ほぼ同時に会計処理も終わ
ります。

■では、電子カルテになるとどのようなメリットがあるのでしょうか？

　⃝�受付の際に、職員が患者さんのカルテを探す必要がなくなり、速やかに診療が開始できます。
　⃝�あらかじめ診察患者さんのリストを見て、その患者さんのカルテを確認できますので、必要な場

合は検査や治療を診察前に変更追加しておくことができます。
　⃝�各部署に医師の指示が直ちに転送されるため、速やかに検査や注射などが可能となります。
　⃝�診察室で過去の検査結果や投薬内容などを表示して、最新の結果と比較検討を行うことができます。
　⃝�患者さんが検査結果や画像を自分で見ながら診察を受けることができます。
　⃝�患者さんの情報が一元化されるために、二重投薬や検査の実施漏れなどのミスが少なくなります。
　⃝�診察終了後すぐに会計処理ができるため、会計で待つ時間が短縮されます。
　⃝�カルテや伝票などの運搬が不要になるため、その時間を患者さんのケアやサービスに充てること

ができる。
　⃝�将来、地域の医療機関がネットワークで連携できれば、相互に患者さんの情報を共有し、協力し

て診療にあたることができるようになります。

　この他にも電子カルテには多くのメリットがありますので、今後もますます普及してゆくと思われ
ます。と同時に、電子カルテが医療従事者にとってより使いやすいものとなることが期待されます。
　当院でも電子カルテシステムをさらに改善していくことによって、安全安心な診療と患者サービス
の向上を目指しています。

紙のカルテが
電子カルテになりました



事務部
から

新年度における
赤磐医師会病院の
診療体制について

事務部　事務長　西 中 　 淳　

　赤磐医師会病院は昭和57年の設立時から全病床を開放病床としたオ─プンシス
テムを採り入れました。医師会病院であるという性格上病院としての機能を主に入
院と救急、検査外来に絞り込み、プライマリ─ケアは会員の先生方におこなってい
ただくという考えであり、限りある医療資源を効率よく利用しようとする機能分化
と連携の思想を先行くシステムでした。しかしながら実際は患者さんのフリーアク
セスを完全に制限することは困難であり、徐々に外来業務の負担が大きくなってき
ました。しかも最近の医師不足、薬剤師不足は当院におきましても大変深刻で、具
体的な業務軽減措置をとらざるを得ない状況になっています。24年度から常勤内科
医師が 1 名赴任することになりましたが、状況に大きな変化は望めません。
　そこで、現在行っている土曜日の外来診療（第 1 週及び第 3 週）を平成24年 4
月から休診することにしました。また同時に休日日中における薬剤処方を院外処
方といたします。最近の土曜日外来では、かかりつけ医のない（紹介医がいない）
患者さんが受診することが多く、このことが常勤医師の負担増になっているため
であります。土曜にしか受診できない患者さんには御迷惑をお掛けしますが、「か
かりつけ医」の先生を決め、そこでの受診をお勧めします。またこれを機会に当
院設立の原点に立ち返り、土曜休診日に緊急入院や緊急検査、検査予約を今まで
以上に積極的に実施することにいたします。特にＣＴやＭＲＩに関しては、紹介
依頼のあった検査を土曜日に行えるようにしたり、地域医療連携室職員による検
査予約の受付、入院患者相談等も行っていきます。
　次に従来の外来診療体制でありますが、泌尿器科の金曜外来診療時間が変更に
なります。また内科、神経内科、腎臓内科、放射線科の一部非常勤医師が交代い
たします。
　引き続き院内診療体制の整備に力を注ぎ、医師確保につきましても検討努力し
て、地域住民の方々や会員の先生方に利用しやすい病院作りを心がけていきたい
と思いますので今後ともよろしくお願いいたします。
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健診室　副室長　松 江 良 一

はじめに
　本日は当院の健康診断事業についてご紹介いたします。
　「高齢化社会」から「高齢社会」を経て「超高齢社会」を迎える現代において、「平均寿命」から「健康寿命」と
評されるように、いかに健康で質の高い生活がおくれるかに重きが置かれるようになってまいりました。皆様も日頃
から健康には気を遣っておられることだと思います。
　ご自身の体調管理のためにも健康診断（以下健診と略）が大切になってまいります。
　当院におきましても治療とともに疾患の予防という面にも重点をおき、人間ドック学会認定専門医を中心に日々、
地域医療に貢献すべく取組んでいるところであります。

当院の健診コース
　⃝�労働安全衛生法に従った企業健診（A、Bコース）
　⃝�全国保健協会による生活習慣病予防健診
　⃝�特定健診、特定保健指導
　⃝�一般定期健診（雇入れ時健診、定期健診、受験のための健診等）
　⃝�人間ドック総合コース（日帰り）
　⃝�健康増進法に基づいた（赤磐市と連携した）乳がん検診、大腸がん検診
　　注）�がん疾患など特定の疾患を対象とするときは「健診」ではなく、「検診」という用語が用いられています。
　　＊　�また、オプション検査にはCT、頭部MRI、内視鏡、腹部エコーなどがあります。

検査から治療まで一貫したシステムを提供
　当院は岡山県指定の「地域医療支援病院」でもあります。地域の皆さまの健康増進をすすめるお手伝いを
させていただき、正確な精度管理に保証された各種検査から当院診療科あるいは、当医師会員の先生方とと
もに治療を行うという一貫した医療体制を提供することができます。

近年の受診された方の推移（人数）� （平成23年度は2・3月未算定）　

特定健診 特定保健指導 政府管掌
生活習慣病健診

赤磐市
乳がん検診

赤磐市
大腸がん検診

平成20年度 212 ─ 182  55 2,955
平成21年度 188 17 238 305 2,782
平成22年度 226 12 285 434 2,771
平成23年度 202 10 338 573 3,129

おわりに

　上表にお示ししましたように受診された方の人数も年々増加傾向にあります。特に政府管掌生活習慣病健
診、赤磐市乳がん検診の増加は著しく、地域の皆さまの関心の高さがうかがわれます。
　これからも皆さまの健康への不安を取り除くためにも諸種の健診（検診）をご利用いただければ幸いに存
じます。当院実施の健診につきまして質問、ご要望等ございましたら「内線155」までお願いいたします。

赤磐医師会病院　086−955−6688（内線 155）
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　南 3階病棟・看護助手●岩藤　康世
　　　　　　長～い間、関西の方で暮らしていたの

で、言葉のイントネーションが違います
が、よろしくお願いいたします。頑張り
ます。

　南 3階病棟・看護助手●大野千恵子
　　　　　　元気と明るさだけが取り柄ですが、み

なさんと一緒にがんばっていきたいと思
います。よろしくお願いします。

　外来・看護師●沖　　亜樹
　　　　　　笑顔で楽しく頑張ります。よろしくお

願いします。

　地域医療連携室・社会福祉士●中川　直美
　　　　　　この度、地域医療連携室の社会福祉士

として勤務させていただくことになり
ました。これまで医療ソーシャルワー
カーやケアマネージャーとして働いて

きましたが、連携室は初めての業務となります。不
慣れなためご迷惑をかけることも多いと思います
が、ご指導の程、宜しくお願いいたします。

　西 3階病棟・看護師●菱川　宣子
　　　　　　人生の半分を過ぎ、新しい職場として医

師会病院を選ばせてもらいました。
　押し花、レカンフラワー、羊毛、フェル
ト、グラスアートのインストラクターの資

格を持っています。毎日を楽しく幸せに過ごすことが
目標です。振り返った時にいい人生だったなと思える
様に一生懸命働きたいと思っています。よろしくお願
いします。

新 人 紹 介

診療部臨床検査科　技師長　鳥 越 宣 宏　

　ようやく暖かさがましてまいりました。病院も新しい年度が始まろうとしています。
　このたび、松江良一技師長の後任として技師長を拝命することとなりました。よ
ろしくお願いいたします。
　昭和58年 4 月より新人として勤務して以来29年が過ぎようとしています。この間、
たくさんの方々にご指導していただき深く感謝しています。当初はまだまだ機械化
も進んでおらず、生化学の項目は半分くらい試験管内で反応させ比色し、結果を手

書きで報告していました。今思い返してみますととても懐かしく検査の基本がそこにあったように思われま
す。その後の検体検査の進歩は著しく、多くの機器が導入され短時間で臨床へ結果を報告できるようになり
ました。
　当検査室も、平成 8 年にコンピューターを導入し、平成15年には検査システムを更新、平成21年からはオー
ダリングシステムを採用、現在では電子カルテでの運用となり、透析システム・健診システム・PACSとも
ネットワークで連携されています。
　また、検体検査のみならず生理検査部門でも筋電図・血圧脈波の導入と充実してまいりました。平成19年
より健診委員会を立ち上げ徐々にではありますが受診者も増加してまいりました。今後の増改築での検診室
に期待しています。
　このように、たくさんハード面での充実をしていただき大変感謝しています。迅速かつ正確なデータの提
供はもとより、地域医療支援病院の検査室として工学技士を含め「なにができるのか」を考えながら決意を
新たに専心努力したいと思っています。
　前任者同様皆様方のご指導・ご鞭撻をお願いいたします。

就任あいさつ
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地域医療支援病院　赤磐医師会病院
〒709-0816　岡山県赤磐市下市187-1
TEL 086-955-6688  ㈹　　FAX 086-955-4946
E-mail : akaiwahp@gamma.ocn.ne.jp　　HP http://www.akaiwa-mah.jp/
発行日　平成24年 4 月15日

　　　　赤磐医師会病院　外来診療・検査担当表 平成24年 4月 1日現在
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（再　診）
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内科医長
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山　正
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史
内科医長 蓮

は す お
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山　正
ま さ し

史
内科医長
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たかはし

橋　索
さ く ま

真 槇
まきもと

本　　剛
つよし

大
おおやま

山　正
ま さ し

史 川
かわぐち

口　憲
け ん じ

二 担　当　医

外　　科 戸
と だ

田佐
さ と し

登志
副院長

宮
み や ぎ

木　功
こ う じ

次
診療部長

内
う ち だ

田　卓
たくゆき

之
外科医長

戸
と だ

田佐
さ と し

登志
副院長

宮
み や ぎ

木　功
こ う じ

次
診療部長

整形外科 片
かたやま

山　信
のぶあき

昭
整形外科医長

藤
ふ じ た

田　寧
や す こ

子
整形外科医長

受付は午後1時より
片
かたやま

山　信
のぶあき

昭
整形外科医長

藤
ふ じ た

田　寧
や す こ

子
整形外科医長

片
かたやま

山　信
のぶあき

昭
整形外科医長

リウマチ外来
（予約・紹介制） 片

かたやま

山　信
のぶあき

昭

泌尿器科 和
わ だ

田耕
こういちろう

一郎 渡
わたなべ

邉　豊
とよひこ

彦
疼痛外来

（予約・紹介制） 西
に し え

江　宏
ひろゆき

行

腎臓内科
（予約・紹介制） 梅

うめばやし

林　亮
りょうこ

子 斎
さいとう

藤　大
だいすけ

輔

循環器科
（予約・紹介制） 灘

なだ

　　隆
たかひろ

宏 森
も り た

田　　宏
ひろし

赤
あ か ぎ

木　　達
さとし

神経内科
（予約制） 幡

はたなか

中　典
の り こ

子

診療受付時間
午前 8時30分

～
午前11時

整 形 外 科 火曜日：午後 1時～午後 3時
リウマチ外来 火曜日：午後 1時～午後 3時

筋電図検査につきましては事前に整形外科医師にご相談下さい。

泌 尿 器 科 水曜日：午前 8時30分～午前11時・午後 1時～午後 2時
金曜日：午前 8時30分～午後 0時（診察は午前10時からとなります）

循 環 器 科 月・火・木曜日：午前 9時～午前11時・午後 1時30分～午後 5時
腎 臓 内 科 第 2・4火曜日：午後 1時～午後 2時30分

 材料（1人分）
イチゴ �  20ｇ
グラニュー糖 �  2ｇ
バナナ �  20ｇ
ホワイトチョコ �  10ｇ
生クリーム �  25ｇ
ゼラチン �  0.5ｇ
水 �  5ｇ
ミント葉

＜作り方＞
●クーリ
①�イチゴは洗ってヘタを取り、軽く砂糖を振り半日おく。
②�ミキサーにかけ、うらごし器で濾す。（甘さを砂糖で調節する）
●バナナのムース
①�ホワイチョコを刻み、湯煎にかけて溶かす。
②�バナナをミキサーにかけピュレ状にし、①を加えさらにミキ
サーにかける。

③�ゼラチンをふやかし、湯煎にかけ溶かしておく。
④�ボウルで生クリームを7分立てにし、②③を加え切るように合わせる。
⑤�④を型に流し、冷蔵庫で半日冷やす。
⑥�皿にクーリを敷き、ムースを置いてミントを飾る。
　＊�いちごの出盛り期になりました。新鮮なよくうれたイチゴを使用すると色鮮やかにできあがりま

す。どなたでも召し上がっていただける1品で、少量で高カロリーの摂取ができます。
　★クーリ：野菜、果物を濾した液状のピュレのことをいいます。

赤磐医師会病院　栄養科　A.P.N.clbu　レシピ集より　

バナナのムース  いちごのクーリ
＜1人分＞ エネルギー201kcal・たんぱく質2.0ｇ


